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§１．研究成果の概要 

 

 本研究は，分散配置したマイクロフォンおよびスピーカを用いて，音空間を収音・再現するための

基本的な技術的枠組みを構築するとともに，VR/AR 音響等へ応用したシステムの実現を目指すも

のである。本年度は以下の３項目について研究を遂行した。(1) 複数小規模マイクロフォンアレイ

による観測信号からのバイノーラル信号生成手法およびデモシステムの構築，(2) 音のゾーニング

のための多点振幅制御法によるマルチゾーン音場合成，(3) 外部から到来する騒音を領域的に低

減する空間能動騒音制御のための時間領域適応フィルタアルゴリズム。 

(1)に関しては，無限次元調和解析に基づく音場推定法を用いたバイノーラル再現法を定式化

し，シミュレーションおよび実環境での実験を行った。従来法に比べ，広い領域でバイノーラル信

号を再現可能であることを示したほか，360 度カメラを組み合わせたブラウザ上で操作可能なデモ

システムを構築した。 

(2)に関しては，所望音場として制御点上の振幅と位相を与える従来の多点音圧制御法に対し，

所望振幅のみを与え，位相は最適化によって求める多点振幅制御法を提案した。このような最適

化問題は非線形かつ非凸となるが，Majorization-minimization 法と呼ばれる，効率的かつ収束が

保証されたアルゴリズムを導出した。シミュレーションおよび実環境実験によりその有効性を確認し

た。 

(3)は，従来は１次元空間や局所的な領域への適用に限られていた能動騒音制御を，領域的な

騒音に対して拡張を目指す空間能動制御に関するものである。これまでに，音場のカーネル補間

法に基づく空間能動騒音制御法を周波数領域において定式化し，実験的な検証を行なってきた

が，新たに時間領域での効率的なアルゴリズムを定式化し，数値シミュレーション実験によりその有

効性を確認した。 
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